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＜連絡事項＞
・日中想定の避難訓練実施のお知らせが来ています。
　　日　　時：8月9日（木）13：10～
出火場所：東病棟浴室
後日、企画書を配布します。確認し、不明な点などは委員会スタッフへ確認お願いします。

・昨日、全自動洗濯機と乾燥機の不具合あり。電源が入らず朱夏に点検してもらい使用できるようになっています。2槽式の洗濯機の不具合もあり、修理伝票提出中です。漏電などでまた止まる可能性があるので確認していきましょう。

・診察室の椅子が座りやすい物に変わっています。

＜患者様連絡事項＞
・井上　和美様～松尾歯科受診の為、外出されています。次回は、7/26（木）受診となります。

・沼山　深雪様、澤口　利香様～7/21（土）からＳＳＴ導入となります。

・曽我　正子様～本日、14：00　相談支援専門員の晴山氏がモニタリングに来ています。今後の方針など確認しています。詳細は電子カルテ記録を参照してください。7/23 13:30～　GHの見学となっています。当日は青明舎の方が迎えに来て、タクシーで行く予定となっています。当日は手配をお願いします。妹様とは現地で合流の予定です。

＜注目患者様＞
・木村　美智子様～ズボンを下そうとする事は見られますが、下半身を露出する事はなく多動さありません。奇異的な行動はみられませんが、プリント作業はせず、自室で過ごしている事が多いです。引き続き、所在の確認をしていきましょう。

・澤口　利香様～危険行為等なく落ち着いて過ごす事は出来ています。他者の物のやり取　
　　　　　　　　りをスタッフへ報告してくる事がありますが、スタッフへの点数稼ぎの
所も見られています。作業では、他病棟の男性患者様との交流みられ、
レース編みに集中は出来ていません。本人から、「悪い噂を聞いてしまっ
て、頭がこんがらがってしまって。」と訴えて来られています。

・瀧澤　杏奈様～昨日303号室へ入院となっています。オリエンテーションはスムーズで、
入浴は入られています。夜間の睡眠は取れています。本日は、妄想発言聞かれ、腹部が以前より出てきている事を気にされています。理解の乏しさも見られています。退院日は7/31(火)10時の予定。退院時の準備も並行して進めていきましょう。

・成田　富士子様～昨日準夜帯、血糖測定の希望があり、69㎎/dlとなっています。ブドウ糖10ｇ内服、15分後再検し血糖値106㎎/dlとなっています。
　　　　　　　　　　今朝、血糖測定をせずレストランへ行ってしまい、その後話を傾聴する為、訪室すると低血糖時の対応について他スタッフに対する不満を話しています。傾聴すると表情穏やかに話しています。訴えを適宜傾聴していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・滝田　英人様～一時期は、夏バテで食事量が減っていましたが、涼しくなるにつれて食事量も戻っています。独語は、日によって少ない時と多い時があります。各プログラムへは取り組んでいますが、徘徊したりと道具を広げるのみとなっています。家族（妹様）との近況での情報交換や面談の機会が取れるか検討し、本人が入所できる施設を検討していきます。

・中川原　義雄様～御家族は、自宅困難の為施設入所を希望しています。本人は、退院の話をすると病状が変化しやすく、安定しない為タイミングが難しい方です。入所できる施設を検討していきます。

・三上　勇様～保護者となるべき身寄りが無く、八戸市長が保護者となっています。他者
に物をたかられるとあげてしまい、何もないところで躓いたり時折買い物
に対する強い訴えあり、行動化する為介入しています。施設入所も具体的
なっておらず、退院について妄想的な発言は続いています。転倒のリスク
高く、ADL低下ないよう関りを続けていきます。診察にて、転倒する事が多
い為、7/25～フルニトラゼパム（1）1Ｔハルラック（0.25）1Ｔ　1×就床
前に変更となります。

・上村　みわ様～介護認定調査結果、要介護1となっています。家族は、青仁会系列の施設入所を希望されており、ケースワーカへ連絡済みで連絡待ち状態です。
病識が乏しく、退院後の通院、服薬中断の可能性が高く、病状再燃に繋がります。御家族と相談し、施設など検討していきます。

＜馬渡Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・蝦夷森　重男様～本人の金銭管理能力が低く浪費傾向、他患者様と物のやり取りが多く、反省の様子が見られません。退院について、末の母違いの弟様と面談は済んでおり、協力的。グループホーム入所の方向で進める事になっていますが、本人は渋っている節があります。本人への動機づけをしながら、青山荘への見学や体験利用をすすめていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・原　吉郎様～診察では、何か新しい治療があるのではないか、と湊病院への転院を希望しています。統合失調症の治療について説明するも聞き入れず、家族へ相談してみるよう説明を受けています。治験終了後青山荘での見学を実施。11/10見学、11/20体験利用。12/18.19外泊訓練は拒否強く、利用中止している。現在、薬剤調整にて病状が落ち着きつつある為、入所できる施設を検討していきます。

・曽我　正子様～家族は本人の面倒はみれない為自宅へは帰れず、本日、相談支援員晴山氏がモニタリングへ来られ、今後について本人とスタッフへ伝えています。東幸園のグループホームの見学へ今月中行く予定となっています。

・山口　富造様～日常生活面において介入が必要な事が多く、独居は困難である為施設入所の検討が必要です。5/23　次男様に来院してもらい本人の入所可能な施設の一覧を渡し、5月中の申込みを依頼。申込み後連絡が来る事となっていますが、以降、連絡はなく家族・各部署と連携していく必要があります。精神保健福祉手帳の申請待ちの為、その後入所できる施設を検討していきます。

・佐々木　淳様～入浴拒否や多飲水行動等、要求がと通らないと怒り出し暴力的となり、介護保険申請できる年齢になるまで時間を要すが、ADL維持し低下させないよう対応していきます。定期的な外泊を続け、自宅での療養が可能か定期的に母様と話しをしながら自宅退院するにあたって、日中デイケアを利用する方法もある事を面会に来られた際に伝えていきましょう。入所できる施設も検討していきましょう。

・山下　拓也様～保護者である父様は入院、母様は施設へ入所していると情報あり。また、姉様も統合失調症で通院中。 成年後見人制度を利用中。長期入院となっており、日常生活面においてADLの低下や理解力の低下等があり強い介入が必要です。家族との近況での情報交換や面談の機会が取れるか検討し、退院に向けての動機づけをしながら、入所できる施設を検討していきます。

・沼山　深雪様～気分変動なく経過し、穏やかに病棟内で過ごせています。躁症状はみとめられません。オランザピンを止めとし、リーマスは1200ｍｇで継続するとの事です。7/23（月）院内セット3、血中濃度（炭酸リチウム）の指示が出ています。徐々に退院の準備を進め、その前に疾病教室、服薬指導など実施するよう指示があります。

＜皮膚科＞
・原　吉郎　様～両足は、皮疹・爪漸次軽減、左手は熱傷著明に軽快で処置継続となっています。テルビナフィンクリーム1本が処方となっています。

・千葉　光広様～皮疹漸減、処置継続となっています。

・三上　勇　様～両膝に皮下出血斑あり、その他特変なしで処置継続となっています。デルモゾールＤＰ軟膏2本、ケルガー液1本が処方となっています。

・佐々木　淳様～皮疹稍減、処置継続となっています。

・山口　富造様～特変なし、処置継続となっています。タベジール2Ｔ　2×朝・夕/7日分、デルモゾールＤＰ軟膏2本、ケルガー液1本が処方となっています。
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・成田　富士子様～両手皮疹漸次軽快で処置継続となっています。

